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           平成２７年１月２１日 ＮＯ.７６（１７６） 

オー君  「あーあ、つまんないな。冬
ふゆ

は虫
むし

がいなくてつまんないなー。」 

花ちゃん 「冬
ふゆ

は咲
さ

く花
はな

もないし、とってもさみしいわ。早
はや

く春
はる

が来
こ

ないかな。」 

オー君  「ぼく、かえ歌
うた

作
つく

ったよ。こんなのどうかな？ 

         ♪春
はる

よ来
こ

い 早
はや

く来
こ

い 

                花
はな

ちゃん オー君
くん

 

 ひまですよ  

                 なんだか  

とってもひまですよ  

                   早
はや

く来
こ

い来
こ

い  

春
はる

よ来
こ

い♪   

どうだい！けっさくだろう。」 

花ちゃん 「まあまあというところかな。本当
ほんとう

に早
はや

く春
はる

が来
こ

ないかな。」 

モンタ博士「二人
ふ た り

とも元気
げ ん き

ないね。春
はる

はまだまだ先
さき

だよね。でもね、モンタ博士
は か せ

は、 

      今
いま

ごろの季節
き せ つ

もすきだね。春
はる

が来
く

るのを待
ま

つというのもすきだね。」 

花ちゃん 「でも、モンタ博士
は か せ

、お花
はな

はさいてないし、葉
は

っぱを落
お

としてしまった木
き

ばっ 

かだもん。秋
あき

には、きれいなモミジの落
お

ち葉
ば

を見つけたりして楽
たの

しかったの 

にさ・・・。」  

オー君  「あ！でも、この前
まえ

の全校
ぜんこう

朝会
ちょうかい

で、冬
ふゆ

芽
め

といって、春
はる

になったら、葉
は

っぱにな 

ったり、花
はな

をさかせるものがついているんだった。」 

花ちゃん 「そうだったわね。冬
ふゆ

芽
め

は何枚
なんまい

もタケノコみたいに、皮
かわ

をかぶっているものが 

多いそうでしたね。」 

オー君  「それから、もこもこの毛皮
け が わ

のコートを着
き

たりしているものもあるんだ。」 

花ちゃん 「それから、厚
あつ

い革
かわ

のジャンパーを着
き

たりしているものもあったわ。」 

４年生 K 君「ねえねえ、花ちゃん！オー君！今
いま

は、ちっともひまなんかじゃないよ。ぼく
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こ
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♪春
はる

よ来
こ

い 早
はや

く来
こ
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あるきはじめた みいちゃんが 

赤
あか

い鼻緒
は な お

の じょじょはいて 

おんもへ出
で

たいと 待
ま

っている♪ 



たちは、大忙
おおいそが

しだよ。」 

４年生 S 君「そうだよ。ぼくたちは、モンタ博士
は か せ

のお手伝
て つ だ

いで中
なか

休
やす

みや昼休
ひるやす

みは、超
ちょう

 

      忙
いそが

しいんだよ。ちょっと手伝
て つ だ

ってよ。」 

花ちゃん 「え！ひまじゃない？何
なん

をやっているんですか。」 

オー君  「え！忙
いそが

しい？何
なん

をやっているのですか。」 

４年生 K 君「この前
まえ

、全校
ぜんこう

朝会
ちょうかい

で『冬
とう

芽
が

』のお話
はなし

をしてくれただろう。それでね、校庭
こうてい

のあちこちの木
き

の冬
ふゆ

芽
め

を集
あつ

めてね、校長室
こうちょうしつ

の前
まえ

に展示
て ん じ

しているんだよ。 

４年生 S 君「それでね、休
やす

み時間
じ か ん

となると、お手伝
て つ だ

いで大忙
おおいそが

しさ。お願
ねが

いだから手伝
て つ だ

って 

      おくれよ。たのむよ。」 

オー君  「ヨッシャー！まかせておくれ！いっしょにやらせておくれ。」 

花ちゃん 「わたしもお手伝
て つ だ

いをさせてください。」 

４年生 K 君「それでは、フラスコにお水
みず

を入れて、それに『冬
とう

芽
が

』を入
い

れるのさ。」 

４年生 S 君「そうすれば、全校
ぜんこう

の子
こ

ども達
たち

が見
み

たりさわったりできるだろう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オー君  「こうやって並
なら

べてみると、いろいろとにぎやかな感
かん

じになりますね。」 

花ちゃん 「そうね。それでは、一つ一つの冬
ふゆ

芽
め

をていねいに見
み

ていきましょう。」 


